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         施設名の表記について 
 

正式名称 表 記 備 考 

広島平和記念資料館 平和記念資料館 
条例等に記載されている固有名詞を示す場
合は正式名称とする。また、各々の建物を表
す場合は、「本館」、「東館」と表記する。 

広島平和記念館 平和記念館 条例等の固有名詞を示す場合は正式名称と
する。 

広島国際会議場 国際会議場  

国立広島原爆死没者 
追悼平和祈念館 国立追悼平和祈念館  
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１ 更新計画の趣旨 

 (1) 経緯 

   平和記念資料館は、広島平和記念都市建設法１）に基づく平和記念施設  
として、昭和 30 年 (1955 年 )8 月に開館した。同館は、被爆資料の展示
を通して被爆の実相を伝え、核兵器の廃絶と世界恒久平和の実現に寄与

するために設置された。その後、平成６年（1994 年）に隣接する平和記
念館を廃止して同館を建て替え、これを平和記念資料館の東館とし、従

来の平和記念資料館を本館として、この両館を合わせて平和記念資料館

とした。  
     建設から 51 年が経過した本館建物は、平成 18 年 (2006 年 )７月に、戦

後の建築物としては初めて国の重要文化財に指定された。これを受け、

今後も、文化財としての価値を損なうことのないよう建物を保存しなが

ら活用していく必要があり、老朽化への対応や耐震性の向上を図ってい

かなければならない。  
 被爆者の高齢化が進み、自らの被爆体験を発信できる人が減少してい

る。一方で、戦争体験のない世代が人口の 7 割を占め、戦争や核兵器の
恐ろしさを実感できない人が増加している。こうした状況の中、被爆体

験を次世代にどのように伝えていくかが大きな課題となっており、平和

記念資料館の果たす役割は、ますます重要になっている。  
     平和記念資料館では、平成 6 年 (1994 年 )に展示の大幅な拡充を図った

が、来館者が本館の被爆の惨状に関する展示に観覧時間を十分にとれて

いない、本館と東館の市街地模型など展示内容に重複が見られる、観覧

後に、来館者の気持ちを落ち着かせたり、平和への思いを寄せる場が不

十分であるなどの問題がある。  
   このようなことを踏まえ、中長期的な視点に立って、老朽化などに対

応した建物の整備、被爆体験を次世代に分かりやすく伝えるための展示

の更新、被爆体験証言活動などの充実を図る必要があることから、更新

計画を策定した。  
   なお、策定にあたっては、来館者、被爆者団体、被爆体験証言受講団

体、有識者などから幅広く意見を聴取するとともに、更新計画検討委員

会の指導・助言を得た。  
 
１）広島平和記念都市建設法：広島市を平和記念都市として建設することを目的に制定された特別法。昭和24年（1949年）  
  5月、国会での可決後、7月7日の住民投票に付され、9割強の賛成を得て成立した。公布は8月6日。この法律により 
  り国の本格的な財政支援が始まり本市の復興が進展した。 
 

 
        写真1 平和記念資料館(中央が本館、右が東館)の全景、左は国際会議場
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 (2) 検討対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被爆体験証言活動 

な ど の 充 実 
 
被爆体験証言活動の支援と被

爆体験継承のための新たな取

組みについてのあり方を示

す。  

対 象  

諸機能の充実 
 
情報発信機能や調査研究機

能の充実と平和に関する博

物館などとの連携・交流、及

び被爆資料等の保存・管理に

ついてのあり方を示す。ま

た、来館者サービスの向上に

ついてのあり方を示す。  

展示 観覧を した人の 

場の整備 感情に応える
 
展示を観覧した人が感情を

出すことができ、これを平和

の取組みにつな

ような空間整備のあり方を

示す。 

いでいける

 

内 容  

来館者サービス
の 向 上 

調査研究機能の

充実と平和に関

する博物館など

との連携・交流

情 報 発 信 
機 能 の 充 実 

支 援 と 

新たな取組み 

観覧後の心情に
配慮した場の充実 

資料の保存管理 

展 示 手 法
の 検 討 

展 示 構 成
の 見 直 し 

観 覧 動 線
及 び 諸 室 
配置の見直し

保存整備方法
及び工事内容 

保 存 整 備 の

基 本 方 針 

展示の更新等 
 
観覧の動線や諸室の配置、展

示の構成、展示の手法、観覧

後の心情に配慮した場の充実

などについて、今後の整備の

あり方を示す。  

本館の整備 
 

建物が建築的に高い評価を受

けていること及び国の重要文

化財であることを踏まえ、老

朽化への対応と耐震性の向上

を図る保存整備案を示す。  
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